
1000 までの数，ならべ隊！ 

 

１ 準備するもの 

 

教師：黒板掲示用に拡大した数の表（１～100，101～200，10～1000），数字カード 

 

２ 学習のしかた 

（１） １～100 の数の表を見て，気付いたことを発表し合う。 

 （２）101～200，10～1000 の数の表にも，（１）で見つけた法則性が当

てはまることに気付けるようにする。 

   ・101～200 も１～100 と同じように，縦や横の数の増え方などの

法則が当てはまることを確認する。 

 

 

 

 

 （３）10～1000 の数並べゲームを行う。 

・10～1000 までの 100 枚の数カードと 10×10 ますを用意す

る。 

   ・数カードを並び終える時間を計り，ペアやグループで競う。 

 

３ 学習上の留意点 

 ・１～100 の数の表で気付いたことが，別の数の表でも当てはま

ることを確認するために，表を提示するときに板書が隠れな

いようにする。 

 ・10×10 ますのよさをいかした法則性に気付けるように，横並びだけでなく，縦の並びに

着目したり，位ごとに数を見比べたりするような声掛けを意識する。 

 ・縦横の数の並び方の法則は，数並べゲームの際にも活用できることを確認する。 

 

４ 学習の効果 

 ・１～100 の数の並びと，101～200 の数の並びとの法則の類似性が見いだせることで，そ

の先の大きな数の見通しをもつことができる。 

 ・１～100 の数の並びと，10～1000 の数の並びとの類似性に気付くことで，大きな数への

抵抗感を減らすことができる。 

単   元 100 をこえる数 対象学年 ２ 年 

ね ら い 
100 をこえる数についても，これまで学習してきた２位数の構成と同様に

数が拡張されているというイメージをもつことができるようにする。 

表を使った発表 

数カード並べ 

（例）101～200 までの表 

・表を横に見ると，１～100 までの表と同じで１ずつ増えている。 

・表を縦に見ると，１～100 までの表と同じで 10 ずつ増えている。 

   ・10～1000 の数の表も，法則が類似していることをおさえ

る。 

 



５ 参考資料（コピーして使えます） 
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